
 

 

 

 

 

 

 

 227号では、学校・地域・保護者との対話をご紹介

させていただきました。今号では、学校同士でのオン

ラインを使っての対話をご紹介させていただきます。

今回は松が丘小学校が千葉県の柏市立土小学校と研究

の交流を行いました。両校の共通点として地域教材を

通して地域とつながり、社会とつながった学びづくり

を進めているというところです。土小学校はそんな学

びづくりを令和 5年度の柏市の研究指定を受け、年間を通して発信されています。 

 “「いかす」学び〜オーセンティックラーニングをとおして〜”のテーマのもと未来の社会を

創る学びづくりに取組まれています。 

  

  

研究発表会というと教科を決めての公開授業がメインといったイメージを私たちは持っている

のではないでしょうか。土小学校は年間を通して、土小の“「いかす」学びづくり”の過程を発

信するなど、これからの時代の研究のあり方についても提案されようとされているのだと思いま

す。それも “授業づくり”から視野を広げ、子どもが育つ学びの仕組として、①“土”地域を教

材とした生活科や総合的な学習の時間の単元を創り、地域と共に協働する学び（ディスカバース

トーリー）、②日常の教科指導も自ら課題を見出し、主体的に取り組む探究型の学び（問いスト

ーリー）を柱に、“社会を創る学び”をデザインする過程を見える化した形で提案されようとし

ているのだと思います。そんな土小学校の取組の中で、“松が丘の「ありがとう」と言う存在か
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学びは未来の社会を創る 

学校での学びは将来の社会で必要とされる力を身につけるために

行います。 

 これからの社会は答えの無い社会と言われ、自らの社会のなか

に課題を見つけ、それを解決し、よりよい生活に結び付けていく

こと自体が仕事になる社会になると言われています。 

 そのような力を育むため、土小学校では土地域を教材とした生

活科や総合的な学習の時間の単元を創り、地域と共に協働する学

び（ディスカバーストーリー）を進める一方、通常の教科指導も

自ら課題を見出し、主体的に取り組む探究型の学び（問いストー

リー）への改善を進める中で、個別最適な学びとは何かを追い求

めています。（土小学校研究発表会案内より）」 

 



ら「ありがとう」と言われる存在へ 地域の中で生きる、子

どもが主人公の「松小ストーリー」〜入学から卒業まで〜”

といった地域とつながった学びづくりとカリキュラム・マッ

プづくりに興味を持っておられ、今回の交流が実現しまし

た。松が丘小にとっては土小の①“土”地域を教材とした生

活科や総合的な学習の時間の単元を創り、地域と共に協働す

る学び（ディスカバーストーリー）といった自分たちと共通

する取組はもちろんですが、②日常の教科指導も自ら課題を

見出し、主体的に取り組む探究型の学び（問いストーリー）

をデザインする中で、学年担任制や自由進度といったこれま

での学校の仕組から新たな仕組づくりへとチャレンジされて

いるのは刺激になったのではと思います。 

 今回 2校の交流を見ていると、指導案を検討し、子どもに

届く発問や板書を検討するといった授業研究中心の校内研究

のあり方を考える時期にきているのではと感じました。もち

ろん授業は大切ですが、学びの意味を問い直し、未来に向け

た学びの仕組をデザインするなど、未来を生きる子どもを育

てるこれからの学びの仕組を考えていくことが必要なのでは

と考えます。  

そんなチャレンジを始めた学校同士が市を超え、県を超

え、交流し、刺激し合えるということはオンラインが普通に

なった今だからできることであり、これからは、こうした研

究のあり方が日常になっていくのではと思います。今回の交

流をきっかけに、日々校内で交わされている雑談が、日常的

にオンラインでつながっていけばいいなと思っています。学

校が、地域に開き、学校間でも開いていくことで、“社会に

開かれた学校”になっていくのだと考えます。今回始まった

交流がどのように広がっていくか楽しみです。今回のような

交流に参加してみたいと思われている学校もある

のではと思います。今回の交流の様子は動画に記

録しています。“観てみたい”と思われましたら

下記アドレスまでご連絡ください。 

※ a_kitamoto@city.akashi.lg.jp（北本） 

※ 市内学校は校支援メール （学校指導係） 

前号でご紹介させていただいた対話も、これか

らは特殊なケースではなく、普通のことになって

くると考えます。一つの学校内だけで色々と考え

る時代ではないのではと考えます。動画を観なが

ら、こんなことを一度学校で話されてみるのはい

かがですか。        （文責：北本） 
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